
熊本高等専門学校 共通教育科（熊本） 開講年度 平成31年度 (2019年度)
学科到達目標
(1) 日本語および英語のコミュニケーション能力を有する技術者
1-1：日本語における適切な文章表現および口頭の意思伝達ができる
1-2：日常的に使用される英語で書かれた文書の概要・要旨がつかめる
1-3：自分の考え方を簡潔な英語で表現できる
(2) ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者
2-1：ICT技術に関する基礎的技術を身につける
2-2：種々の情報を分析する技術を身につける
(3) 各分野における技術の基礎となる知識と技能およびその分野の専門技術に関する知識と能力を持ち、複眼的な視点か
ら問題を解決する能力を持った技術者
3-1：工学の基礎となる数学・自然科学の基礎知識を身につける
3-2：多様な専門分野の関連性を理解することができる
3-3：基礎知識を活用して工学的問題を理解し、説明できる
3-4：基礎的な実験技術を身につける
(4) 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者
4-1：広い視野で物事を考えることができる
4-2：日本と世界との関わりに関心を持つことができる
4-3：社会参加のための、人間的基礎力を身につける
4-4：グループでの活動に参加し、その中で協調して役割を果たせる
(5) 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者
5-1：技術者が持つべき倫理観の必要性を認識できる
5-2：社会における倫理的な問題を認識することができる
(6) 知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り組むことができる技術者
6-1：好奇心と探究心を持って、得意とする専門分野の課題に取り組むことができる
6-2：得意とする専門分野の知識、技術を身につけ、社会との関連を理解できる
6-3：主体的に継続的に学習できる
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履修上
の区分

一
般

必
修 HR 0001 履修単

位 1 1 1 山崎 充
裕

一
般

必
修 HR 0002 履修単

位 1 1 1 松尾 か
な子

一
般

必
修 HR 0006 履修単

位 1 1 1 岩田 大
助

一
般

選
択 チャレンジセミナー LK215

1
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 国際・異文化理解 LK215

2
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 基礎科目応用 LK215

3
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 特別学習 LK215

4
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

必
修 HR 0023 履修単

位 1 1 1 堀本 博

一
般

必
修 HR 0024 履修単

位 1 1 1 髙木 朝
子

一
般

必
修 HR 0025 履修単

位 1 1 1 石田 明
男

一
般

選
択 基礎科目応用第一 LK115

1
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）



一
般

選
択 基礎科目応用第二 LK115

2
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 基礎科目応用第三 LK115

3
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 特別学習第一 LK115

4
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 特別学習第二 LK115

5
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 地域社会活動二 LK115

6
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 地域社会活動一 LK115

7
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）

一
般

選
択 国際・異文化理解 LK115

8
学修単
位 1 0.5 0.5

教務係
（また
は非常
勤講師
）



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 山崎 充裕
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 松尾 かな子
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 岩田 大助
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 チャレンジセミナー
科目基礎情報
科目番号 LK2151 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコンテストなどで収めた優れ
た成績・成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
ルーブリック

達成目標
ロボットコンテスト 地域大会優勝・準優勝、全国大会進出チームメンバー

プログラミングコンテスト ・課題・自由部門（最優秀賞、優秀賞チームメンバー）
・競技部門 （優勝、準優勝、第三位チームメンバー）

デザインコンペティション 各部門　最優秀賞、優秀賞（チームメンバー）

英語プレゼンテーションコンテスト
・個人部門　地区大会１位入賞者及び全国大会１位から３位入賞者
・チーム部門　地域大会１位入賞チームメンバー及び全国大会１位から
３位チームメンバー

廃炉創造ロボコン 最優秀賞、優秀賞
チームメンバー

各種学術・アイデアコンテスト（教務委員会審議により認可） 地区大会１位入賞（チームメンバー）全国大会１、２位入賞（チームメ
ンバー）

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動及びコンテストでのチャレンジ的な努力を評価
するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコン
テストなど（教務委員会認可）学術・アイデアコンテストの優れた成果・成績が認められた場合に、単位の修得を認定
する。
・この科目は1単位を上限とする。

授業の進め方・方法 対象コンテストの性質、地域・全国大会と該当上位入賞レベルは教務委員会で検討し判断する。

注意点
・修得認定は上記の活動について申請することによって科目の修得が認定される。
・単位の修得を認定されたものの評価は「S」とする。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し、該当すると判断されたなら
、1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週



13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

活動時間 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 国際・異文化理解
科目基礎情報
科目番号 LK2152 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材 担当教員作成による資料配付
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
異文化理解とその活用力について知るために次の３項目を具体的な目標とする。
(1)多様な文化、多様な価値観の存在を理解し説明できる。
(2)上記の「差異」について柔軟な対応とは何かを説明できる。
(3)「差異」を認識し、相乗効果を引き出すことの重要性を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
体験を通して異なる文化や価値観
が存在することを理解し、説明で
きる。

知識として異なる文化や価値観が
存在することを理解している。

多様な文化，価値観の存在に気づ
けない。

評価項目2
「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明でき、対応例を挙げら
れる。

「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明できる。

「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明できない。

評価項目3
「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明でき、
相乗効果を引き出す例やアイデア
について説明できる。

「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明できる
。

「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

世界の諸地域の人々との相互依存関係にあることを認識し、共生・共存のために文化の多様性と豊かさを肯定的に捉え
ることと、世界における日本、日本における世界との関係を考える。
本科目では、以下の2つの取り組みについて評価し、いずれか一方に取り組めば良い。
1) 集中講義形式による座学を通して知識を得る
2) 協定校等海外学生受け入れプログラムに参加することで、体験を通して異文化理解に努める

授業の進め方・方法
1) 課題発表とレポートにより評価する。評価の比率は課題発表が50％、レポート50％とする。総合評価の得点率が
60％以上を合格とする。
2) 受け入れ準備含め、受け入れプログラムへの貢献度(役割など)が20%、参加時間(80%)によって評価する。事前研修
・準備に参加した時間及び受け入れプログラム参加時間の合計が30時間以上で合格とする。

注意点 この講義はPBL方式を導入して行うため、チーム内の協調や課題の解決方法に関する発表などが要求される。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 国際的な活動を行なっている講師などを招聘し、講演
を聴講する。

講演内容を理解し、海外の社会情勢および文化等につ
いての知識に基づいて行動することができる。

2週 以降、開講期間に合わせた活動を行う。
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週



14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
実践能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 基礎科目応用
科目基礎情報
科目番号 LK2153 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.
ルーブリック
対象となる資格試験 一覧表（http://www.kumamoto-

nct.ac.jp/file/syllabus/k/2016/LK151-table.html）を参照のこと．
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この科目は個性を伸ばす教育の一つとして，各自の積極的な学習活動を評価するものである．学生が自発的に行う学習
活動で，教育上有益と認められるものについて，漢字検定や実用英語検定などの資格取得があった場合に，単位の修得
を認定する．但し，この修得単位は学生自身からの申請に基づき認定される．

授業の進め方・方法

・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない
．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.

注意点

修得認定は上記の資格試験について，本校在学中に取得した場合には，各自の単位認定申請により，資格取得年度の単
位として認定を行うものとする．認定された取得資格に相当する換算単位時間の合計が３０単位時間以上の場合，単位
申請を行うことによって，科目の修得が認定される．単位の修得を認定されたものの評価は「Ｓ」とする．

授業科目との関連性があり，低学年から積極的に取り組むことが大切である．上記以外で，類似すると思われる資格取
得の単位修得については，共通教育科の申し出により，教務委員会で検討し，相当する換算単位時間を定め，科目の修
得を認めることがある．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

対象となる資格の取得 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 特別学習
科目基礎情報
科目番号 LK2154 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、ボランティア、
特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
ルーブリック

時数 達成目標
ロボットコンテスト 30 チームメンバー（30単位時間以上の活動）
プログラミングコンテスト 30 チームメンバー（30単位時間以上の活動）
デザインコンペティション 30 チームメンバー（30単位時間以上の活動）
廃炉創造ロボコン 30 チームメンバー（30単位時間以上の活動）
環境ボランティア 30 30単位時間以上の活動
ボランティア 30 30単位時間以上の活動
バイク講習会学生指導員ボランティア 30 30単位時間以上の活動
特別講義等 30 30単位時間以上の活動
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコン
テスト、ボランティア、特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
・学習活動の蓄積で評価されるので、低学年の内から積極的に取り組むことが大切である。
・この科目は1単位を上限とする。

授業の進め方・方法

・単位の認定申請は1~5年の各学年で可能である。
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる。
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる。
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない。
規定授業時数＝換算単位時間

注意点

・修得認定は上記の活動について各換算単位時間を設定し、それらの合計が30単位時間以上で申請することによって科
目の修得が認定される。
・単位の修得を認定されたものの評価は「S」とする。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し、該当すると判断されたなら
、単位時間に換算し、30単位時間以上で1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期
3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ
9週
10週



11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

活動時間 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0023 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 堀本 博
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0024 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 髙木 朝子
到達目標
特別活動のうちの１つとして学年やクラス単位でのさまざまな活動を通して、社会的知識、コミュニケーション能力、問題解決能力の基礎を習
得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

クラス活動
クラスの一員として活動に積極的
に参加し、リーダーシップを発揮
できる。

クラスの一員として活動に参加・
協力できる。 クラスの活動に参加できない。

学年活動 学年の活動に積極的に参加できる
。

学年の活動に、指示があれば参加
・協力できる。 学年の活動に参加できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 100 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 100 0 0 100



専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 HR
科目基礎情報
科目番号 0025 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 石田 明男
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

クラス・学校行事活動
クラス行事や学校行事に積極的に
参加し、協調性をもってクラス運
営に関われる。

クラス行事や学校行事に参加でき
る。

クラス行事や学校行事に参加でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 4-1
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 基礎科目応用第一
科目基礎情報
科目番号 LK1151 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.
ルーブリック
対象となる資格試験 一覧表（http://www.kumamoto-

nct.ac.jp/file/syllabus/k/2016/LK151-table.html）を参照のこと．
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は個性を伸ばす教育の一つとして，各自の積極的な学習活動を評価するものである．学生が自発的に行う学習
活動で，教育上有益と認められるものについて，漢字検定や実用英語検定などの資格取得があった場合に，単位の修得
を認定する．科目は第一，第二及び第三に分けられ，各単位数は１単位であり，最高３単位まで認められる．
但し，この修得単位は学生自身からの申請に基づき認定される．またこの修得単位は卒業認定に必要な単位には含めな
い．

授業の進め方・方法

・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない
．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.

注意点

修得認定は上記の資格試験について，本校在学中に取得した場合には，各自の単位認定申請により，資格取得年度の単
位として認定を行うものとする．認定された取得資格に相当する換算単位時間の合計が３０単位時間以上の場合，単位
申請を行うことによって，科目の修得が認定される．単位の修得を認定されたものの評価は「Ｓ」とする．

授業科目との関連性があり，低学年から積極的に取り組むことが大切である．上記以外で，類似すると思われる資格取
得の単位修得については，共通教育科の申し出により，教務委員会で検討し，相当する換算単位時間を定め，科目の修
得を認めることがある．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

対象となる資格の取得 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 基礎科目応用第二
科目基礎情報
科目番号 LK1152 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.
ルーブリック
対象となる資格試験 一覧表（http://www.kumamoto-

nct.ac.jp/file/syllabus/k/2016/LK151-table.html）を参照のこと．
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は個性を伸ばす教育の一つとして，各自の積極的な学習活動を評価するものである．学生が自発的に行う学習
活動で，教育上有益と認められるものについて，漢字検定や実用英語検定などの資格取得があった場合に，単位の修得
を認定する．科目は第一，第二及び第三に分けられ，各単位数は１単位であり，最高３単位まで認められる．
但し，この修得単位は学生自身からの申請に基づき認定される．またこの修得単位は卒業認定に必要な単位には含めな
い．

授業の進め方・方法

・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない
．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.

注意点

修得認定は上記の資格試験について，本校在学中に取得した場合には，各自の単位認定申請により，資格取得年度の単
位として認定を行うものとする．認定された取得資格に相当する換算単位時間の合計が３０単位時間以上の場合，単位
申請を行うことによって，科目の修得が認定される．単位の修得を認定されたものの評価は「Ｓ」とする．

授業科目との関連性があり，低学年から積極的に取り組むことが大切である．上記以外で，類似すると思われる資格取
得の単位修得については，共通教育科の申し出により，教務委員会で検討し，相当する換算単位時間を定め，科目の修
得を認めることがある．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

対象となる資格の取得 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 基礎科目応用第三
科目基礎情報
科目番号 LK1153 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.
ルーブリック
対象となる資格試験 一覧表（http://www.kumamoto-

nct.ac.jp/file/syllabus/k/2016/LK151-table.html）を参照のこと．
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は個性を伸ばす教育の一つとして，各自の積極的な学習活動を評価するものである．学生が自発的に行う学習
活動で，教育上有益と認められるものについて，漢字検定や実用英語検定などの資格取得があった場合に，単位の修得
を認定する．科目は第一，第二及び第三に分けられ，各単位数は１単位であり，最高３単位まで認められる．
但し，この修得単位は学生自身からの申請に基づき認定される．またこの修得単位は卒業認定に必要な単位には含めな
い．

授業の進め方・方法

・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・資格取得が複数学年に渡った場合でも，複数の資格を組み合わせた場合でも申請できる．
・１単位の修得に要する換算単位時間は３０単位時間以上とする．余った換算時間数は他の単位申請には使用できない
．
・同種に資格については、級が異なる場合は１度のみ申請できる.

注意点

修得認定は上記の資格試験について，本校在学中に取得した場合には，各自の単位認定申請により，資格取得年度の単
位として認定を行うものとする．認定された取得資格に相当する換算単位時間の合計が３０単位時間以上の場合，単位
申請を行うことによって，科目の修得が認定される．単位の修得を認定されたものの評価は「Ｓ」とする．

授業科目との関連性があり，低学年から積極的に取り組むことが大切である．上記以外で，類似すると思われる資格取
得の単位修得については，共通教育科の申し出により，教務委員会で検討し，相当する換算単位時間を定め，科目の修
得を認めることがある．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

対象となる資格の取得 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 特別学習第一
科目基礎情報
科目番号 LK1154 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、ボランティア、
特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
・科目は第一、第二に分けられ、各単位数は1単位である。
・ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。
ルーブリック

時数 達成目標
ロボットコンテスト 30 チームメンバー
プログラミングコンテスト 30 チームメンバー
特別講義等 30 30単位時間以上の活動
特別講義等 実単位時間 30単位時間未満の活動
環境ボランティア 30 30単位時間以上の活動
環境ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
バイク講習会学生指導員ボランティア 30 30単位時間以上の活動
バイク講習会学生指導員ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
ボランティア 30 30単位時間以上の活動
ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
廃炉創造ロボコン 30 30単位時間以上の活動
廃炉創造ロボコン 実単位時間 30単位時間未満の活動
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコン
テスト、ボランティア、特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
・学習活動の蓄積で評価されるので、低学年の内から積極的に取り組むことが大切である。
・科目は第一、第二に分けられ、各単位数は1単位である。
・ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。

授業の進め方・方法

★ボランティアとは、地域社会活動に関するものを除くものである。
・単位の認定申請は1~5年の各学年で可能である。
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる。
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる。
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない。
規定授業時数＝換算単位時間

注意点

・修得認定は上記の活動について各換算単位時間を設定し、それらの合計が30単位時間以上で申請することによって科
目の修得が認定される。
・履修単位に応じて、特別学習第一、および第二のいずれか一方または両方を選択でき、単位の修得を認定されたもの
の評価は「S」とする。
★ただし、同種の活動はいずれか一方の申請にしか使用できず、特別学習第一と第二の両方に申請することはできない
。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し、該当すると判断されたなら
、単位時間に換算し、30単位時間以上で1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週
2週



3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

活動時間 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 特別学習第二
科目基礎情報
科目番号 LK1155 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、ボランティア、
特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
・科目は第一、第二に分けられ、各単位数は1単位である。
・ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。
ルーブリック

時数 達成目標
ロボットコンテスト 30 チームメンバー
プログラミングコンテスト 30 チームメンバー
特別講義等 30 30単位時間以上の活動
特別講義等 実単位時間 30単位時間未満の活動
環境ボランティア 30 30単位時間以上の活動
環境ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
バイク講習会学生指導員ボランティア 30 30単位時間以上の活動
バイク講習会学生指導員ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
ボランティア 30 30単位時間以上の活動
ボランティア 実単位時間 30単位時間未満の活動
廃炉創造ロボコン 30 30単位時間以上の活動
廃炉創造ロボコン 実単位時間 30単位時間未満の活動
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・この科目は個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学習活動を評価するものである。
・学生が自発的に行う学習活動で、教育上有益と認められるものについて、ロボットコンテスト、プログラミングコン
テスト、ボランティア、特別講義などの成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
・学習活動の蓄積で評価されるので、低学年の内から積極的に取り組むことが大切である。
・科目は第一、第二に分けられ、各単位数は1単位である。
・ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。

授業の進め方・方法

★ボランティアとは、地域社会活動に関するものを除くものである。
・単位の認定申請は1~5年の各学年で可能である。
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる。
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる。
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない。
規定授業時数＝換算単位時間

注意点

・修得認定は上記の活動について各換算単位時間を設定し、それらの合計が30単位時間以上で申請することによって科
目の修得が認定される。
・履修単位に応じて、特別学習第一、および第二のいずれか一方または両方を選択でき、単位の修得を認定されたもの
の評価は「S」とする。
★ただし、同種の活動はいずれか一方の申請にしか使用できず、特別学習第一と第二の両方に申請することはできない
。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し、該当すると判断されたなら
、単位時間に換算し、30単位時間以上で1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週
2週



3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

活動時間 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 地域社会活動二
科目基礎情報
科目番号 LK1156 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる．
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる．
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
規定授業時数＝換算単位時間
ルーブリック
地域社会における行事に関する活動および、科学技術活動 30単位時間以上の活動
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は、個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学修活動を評価するものである。
学生が自発的に行う学修活動で、教育上有益と認められるものについて、学外での各種科学技術活動や地域での行事に
関する活動などについて成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
科目は一、二に分けられ、各単位は1単位である。
ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。

授業の進め方・方法
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる．
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる．
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．

注意点

・修得認定は、上記の活動について各換算単位時間を設定し、それらの合計が30単位時間以上で申請することによって
科目の修得が認定される。
・履修単位に応じて、地域社会活動一及び二のいずれか一方または両方を選択でき、単位の修得を認定されたものの評
価は「S」とする。
・ロボコン、環境ボランティアなどの校内活動は特別学習で申請することとする。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し該当すると判断されたら、単
位時間に換算し、30単位時間以上で1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 地域社会活動一
科目基礎情報
科目番号 LK1157 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる．
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる．
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．
規定授業時数＝換算単位時間
ルーブリック
地域社会における行事に関する活動および、科学技術活動 30単位時間以上の活動
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は、個性を伸ばす教育の一つとして、各自の積極的な学修活動を評価するものである。
学生が自発的に行う学修活動で、教育上有益と認められるものについて、学外での各種科学技術活動や地域での行事に
関する活動などについて成果が認められた場合に、単位の修得を認定する。
科目は一、二に分けられ、各単位は1単位である。
ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。

授業の進め方・方法
・単位の認定申請は１～５年の各学年で可能である．
・活動が複数の学年に渡った場合、前年度のものとの合算であれば申請できる．
・複数の活動を組み合わせた場合でも申請できる．
・余った換算時間数は他の単位申請には使用できない．

注意点

・修得認定は、上記の活動について各換算単位時間を設定し、それらの合計が30単位時間以上で申請することによって
科目の修得が認定される。
・履修単位に応じて、地域社会活動一及び二のいずれか一方または両方を選択でき、単位の修得を認定されたものの評
価は「S」とする。
・ロボコン、環境ボランティアなどの校内活動は特別学習で申請することとする。
・上記以外で、類似すると思われる学修活動の単位修得については、教務委員会で検討し該当すると判断されたら、単
位時間に換算し、30単位時間以上で1単位として認めることがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0



熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 国際・異文化理解
科目基礎情報
科目番号 LK1158 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 共通教育科（熊本） 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材 担当教員作成による資料配付
担当教員 教務係 （または非常勤講師）
到達目標
異文化理解とその活用力について知るために次の３項目を具体的な目標とする。
(1)多様な文化、多様な価値観の存在を理解し説明できる。
(2)上記の「差異」について柔軟な対応とは何かを説明できる。
(3)「差異」を認識し、相乗効果を引き出すことの重要性を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
体験を通して異なる文化や価値観
が存在することを理解し、説明で
きる。

知識として異なる文化や価値観が
存在することを理解している。

多様な文化，価値観の存在に気づ
けない。

評価項目2
「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明でき、対応例を挙げら
れる。

「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明できる。

「差異」について柔軟な対応とは
何かを説明できない。

評価項目3
「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明でき、
相乗効果を引き出す例やアイデア
について説明できる。

「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明できる
。

「差異」を認識し、相乗効果を引
き出すことの重要性を説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

世界の諸地域の人々との相互依存関係にあることを認識し、共生・共存のために文化の多様性と豊かさを肯定的に捉え
ることと、世界における日本、日本における世界との関係を考える。
本科目では、以下の2つの取り組みについて評価し、いずれか一方に取り組めば良い。
1) 集中講義形式による座学を通して知識を得る
2) 協定校等海外学生受け入れプログラムに参加することで、体験を通して異文化理解に努める
・ただし、この修得単位は卒業認定に必要な単位には含めない。

授業の進め方・方法
1) 課題発表とレポートにより評価する。評価の比率は課題発表が50％、レポート50％とする。総合評価の得点率が
60％以上を合格とする。
2) 受け入れ準備含め、受け入れプログラムへの貢献度(役割など)が20%、参加時間(80%)によって評価する。事前研修
・準備に参加した時間及び受け入れプログラム参加時間の合計が30時間以上で合格とする。

注意点 この講義はPBL方式を導入して行うため、チーム内の協調や課題の解決方法に関する発表などが要求される。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 国際的な活動を行なっている講師などを招聘し、講演
を聴講する。

講演内容を理解し、海外の社会情勢および文化等につ
いての知識に基づいて行動することができる。

2週 以降、開講期間に合わせた活動を行う。
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週



13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100
実践能力 0 0


